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【協議事項１】 

八代市地域公共交通計画の変更について 

 

＜協議いただく内容＞ 

令和７年度事業（令和６年１０月１日～令和７年９月３０日）より、地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金を活用して運行

を確保・維持する運行系統（以下「補助系統」という。）については、地域公共交通計画「本体」に必要事項を位置付けることとさ

れているため、当該計画の変更を行うものです。 

つきましては、国土交通省九州運輸局及び総務省へ変更の届出を行うため、内容をご確認のうえ、同意いただくものです。 

 

【変更の概要】 

八代市地域公共交通計画の最終頁に補助系統に係る事項をまとめた一覧表を追加する。 

 

＜関係資料＞ 

○資料１ 補助系統に係る事業の概要や役割を示した一覧表
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実施主体 運行系統名 起点 経由地 終点 運行の態様 補助事業の活用 役割

㈲神園交通 東町線
東町地区

古麓地区

区域運行

（４条乗合）
フィーダー補助

主に東町地区及び古麓地区を運行し、軸となる幹線や地域拠点に

接続する。

㈲昭和タクシー 産島線

産島地区

大島地区

郡築地区

区域運行

（４条乗合）
フィーダー補助

主に産島地区、大島地区、郡築地区を運行し、軸となる幹線や地

域拠点に接続する。

㈲西田交通

㈲親和タクシー
平和町線（右回り） ゆめタウン八代 弥次分校前 ゆめタウン八代

路線定期運行

（４条乗合）
フィーダー補助 主に金剛地区を運行し、軸となる幹線や地域拠点に接続する。

㈲西田交通

㈲親和タクシー
平和町線（左回り） ゆめタウン八代 南平和町 ゆめタウン八代

路線定期運行

（４条乗合）
フィーダー補助 主に金剛地区を運行し、軸となる幹線や地域拠点に接続する。

㈲神園交通

㈲西田交通

㈲大和タクシー

日奈久～坂本線

日奈久地区

二見地区

坂本地区

区域運行

（４条乗合）
フィーダー補助

主に交通不便地区である二見地区、坂本地区を運行し、軸となる

幹線や地域拠点に接続する。

㈱八代タクシー

㈲千丁タクシー
鏡町線

文政地区

鏡地区

有佐地区

区域運行

（４条乗合）
フィーダー補助

主に交通不便地区である鏡地区を運行し、軸となる幹線や地域拠

点に接続する。

㈲神園交通 高田線
高田地区

麦島地区

区域運行

（４条乗合）
フィーダー補助

主に高田地区、麦島地区を運行し、軸となる幹線や地域拠点に接

続する。

（一社）五家荘地域

プロジェクト
ごかぐるま 五家荘地区

区域運行

（７８条登録）
フィーダー補助

主に交通不便地区である五家荘地区を運行し、軸となる幹線や地

域拠点に接続する。

なお、本系統は複数市町村に跨っているものの、八代市以外の沿

線市町村の経費負担はなく、利用の実態として、八代市民以外の

利用者はいないため、沿線市町村の交通計画には位置づけられて

いない。

㈲神園交通 百済来～坂本線 坂本地区
区域運行

（４条乗合）
フィーダー補助

主に交通不便地区である坂本地区を運行し、軸となる幹線や地域

拠点に接続する。

（備考）

補助系統に係る事業の概要や役割等を示した一覧表

・上記系統については、計画P７６に示す乗合タクシー及びP８８に基づき導入した自家用有償旅客運送について、地域公共交通確保維持改善事業を活用し、継続的な運行

を維持する必要があるものをまとめたもの。
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【協議事項２】 

地域内フィーダー系統の認定申請について 

＜協議いただく内容＞ 

国庫補助金の交付を受けて地域内フィーダー系統※の運行を確保・維持しようとするときは、本会議の議論を経て策定された地域公

共交通計画に必要書類を添えて国に認定を申請する必要があります。国に対して計画の認定申請を行うにあたり、計画の策定について

地域公共交通会議にて協議を調える必要があるため、記載内容について同意をいただくものです。本市の乗合タクシー等９系統につい

て継続して補助対象系統として申請します。また、国からの指摘事項への対応は事務局へご一任ください。 

 

※一般には幹線（地域間幹線バス系統や鉄道など）と接続し、地域内の移動を支える支線の役割を担うバスや乗合タクシーなどを指し

ますが、狭義では、「地域公共交通確保維持改善事業」の対象となる地域内のバス交通・デマンド交通等を示します。 

 

＜関係資料＞ 

○資料２－１ 補助制度説明資料（認定申請について、事業ポンチ絵） 

○資料２－２ 認定申請書、地域公共交通計画別紙、添付資料（表１、表５）
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地域内フィーダー系統の認定申請について 
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様式第１－１（日本産業規格Ａ列４番） 

八公交第●●●号 

令和●年●月●日 

 

 

 国土交通大臣 殿 

 

 

氏名又は名称 八代市地域公共交通会議 

住    所 熊本県八代市松江城町１－２５ 

代表者氏名 会長 福島 誠治 

 

 

地域公共交通計画認定申請書 

 

 

 地域公共交通計画のうち、地域公共交通確保維持事業に係る計画を別紙のとおり定めたので、関係書

類を添えて申請します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※本申請書に、記載すべき事項を全て記した地域公共交通計画を添付すること。 

令和６年度第１回八代市地域公共交通会議資料  資料２－２ 

 

別 紙 

 

令和●年●月●日 

 

（名称）八代市地域公共交通会議 
  

１．地域公共交通確保維持事業に係る目的・必要性 

 

八代市は、国道３号、九州縦貫自動車道、南九州西回り自動車道が南北に走り、九州新幹線、ＪＲ

鹿児島本線、肥薩おれんじ鉄道の各駅、さらには国際旅客船拠点形成港湾に指定された八代港を有す

るなど南九州における交通の要衝となっている。 

市域を運行するバス路線は、市内の主要施設を結ぶ路線、本市と他市町を結ぶ路線、市街地を循環

する路線があり、それらと中山間地等で運行している乗合タクシーが鉄道駅や各地域の主要バス停な

どを交通結節点としてネットワークを形成している。 

このことにより、市街地内はもちろん、中山間地等からでも市街地に立地する病院、大型ショッピ

ングセンター及び学校等への移動が可能となっており、市民の日常生活に必要不可欠なものとして機

能している。 

しかしながら、人口減少や自家用車の普及、さらにコロナ禍により、本市の公共交通機関の利用者

は減少し、収支悪化による財政負担の増加など様々な問題が発生している。 

申請する９系統は、路線再編により廃止となった路線バス４系統（東町線、産島線、平和町線、大

門瀬線の一部）から乗合タクシーへ移行した系統、地方運輸局長等が指定する交通不便地域を含めた

地域を運行する系統、利用状況等を勘案し路線定期運行から区域運行へと運行形態を変更した系統及

びバス・タクシー事業者による輸送サービスが困難な交通空白地域を運行する系統（自家用有償旅客

運送）である。 

今後も買い物や通院、通学など日常生活の様々な外出時の移動手段として、地域内や地域間を移動

しやすい公共交通ネットワークを維持するという観点から地域公共交通確保維持事業を活用する必要

性は高い。 

交通不便地域等の移動ニーズに柔軟に対応しつつ、利便性を維持するためにも地域公共交通確保維

持事業を活用し当該９系統を存続させていくことが必要である。 

 

２．地域公共交通確保維持事業の定量的な目標・効果 

（１）事業の目標 

 

八代市地域公共交通再編実施計画により路線バスから乗合タクシーへ移行した５系統、鏡町線及びご

かぐるまは、系統毎の利用者数を目標値とする。 

 令和４年４月より運行を開始した高田線及び令和５年１０月より運行を開始した百済来～坂本線に

ついては当面稼働率（注 1）を目標値とする。 
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系統名 指標 現況値 R7年度 R8年度 R9年度 

東町線 利用者数 662人/年 944人/年 1,226人/年 1,507人/年 

産島線 利用者数 1,922人/年 2,059人/年 2,196人/年 2,332人/年 

平和町線 利用者数 6,098人/年 6,522人/年 6,946人/年 7,370人/年 

日奈久～坂本線 利用者数 1,983人/年 2,249人/年 2,515人/年 2,782人/年 

鏡町線 利用者数 878人/年 922人/年 966人/年 1,010人/年 

高田線 稼働率 15.2 ％ 30 ％ 40 ％ 50 ％ 

ごかぐるま 利用者数 498人/年 523人/年 548人/年 573人/年 

百済来～坂本線 稼働率 10.5 ％ 30 ％ 40 ％ 50 ％ 

 

・現況値は 令和 4年 10月～令和 5年 9月 の実績値（平和町線は右回り左回りの合計） 

※ごかぐるまは 令和 5年 4月～令和 6年 3月、百済来～坂本線は令和 5年 10月～令和 6年 3月 

令和 7年度以降の利用者数の目標値については、令和 9年度にコロナ禍以前の水準まで利用者数を引

き上げるため、令和元年度（平成 30 年 10 月～令和元年 9月）の実績値を令和 9年度の目標値とする。 

鏡町線及びごかぐるまにおいては、現況値を令和 9年度まで毎年 5％増加することを目標とする。 

高田線及び百済来～坂本線においては、令和 9年度までに稼働率を 50％とすることを目標とする。 

（注 1）稼働率：設定されている便数に対する、予約があって実際に運行された便数の割合 

 

（２）事業の効果 

 

２．（１）の９系統を維持することにより、集落の高齢者及び、小学校のスクールバス代わりに利用

する児童等の日常生活に必要不可欠な移動手段が確保される。 

また、幹線・支線のネットワークが連携することで、効率的な運行体系が実現できる。さらには、外

出促進・地域活性化にもつながることが期待される。 

 

３．２．の目標を達成するために行う事業及びその実施主体 

 

○利便性向上に向けた運行サービスの見直し 

 ①運行ルートの見直し②運行便数・ダイヤの見直し③市民等からの意見収集 

 （市、交通事業者、市民） 

○情報提供の充実 

 ①公共交通マップ、総合時刻表の継続的な改訂②乗継情報の充実（市、交通事業者） 

○利用促進 

 ①利用促進イベントの開催②モビリティ・マネジメントの実施③出前講座の実施 

 （市、交通事業者） 

 ※地域公共交通計画の該当箇所を抜粋した資料を添付 

 

４．地域公共交通確保維持事業により運行を確保・維持する運行系統の概要及び 

運送予定者 

 

「表１」を添付 

 

５．地域公共交通確保維持事業に要する費用の総額、負担者及びその負担額 

 

地域公共交通確保維持事業によって運行の維持を図る路線について、その運行に係る費用総額のう

ち、八代市から運行事業者への補助金額については、運行収入及び国庫補助金を運行経費から差し引い

た差額分を予算の範囲内で負担することとしている。 

 

６．２．の目標・効果の評価手法及び測定方法 

 

 ・毎月運行実績報告において利用者数・稼働率の集計 

 ・利用者アンケート 

 ・収支状況及び公共交通の維持に係る公的負担額についての精査 

 

７．別表１の補助対象事業の基準ホただし書に基づき、協議会が平日１日当たりの運行回数が

３回以上で足りると認めた系統の概要 

【地域間幹線系統のみ】 

該当なし 

８．別表１の補助対象事業の基準ニに基づき、協議会が「広域行政圏の中心市町村に準ずる生

活基盤が整備されている」と認めた市町村の一覧 

【地域間幹線系統のみ】 

該当なし 

９．生産性向上の取組に係る取組内容、実施主体、定量的な効果目標、実施時期 

及びその他特記事項 

【地域間幹線系統のみ】 

該当なし 
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10．地域公共交通確保維持改善事業を行う地域の概要 

【地域内フィーダー系統のみ】 

 

「表５」を添付 

 

11．車両の取得に係る目的・必要性 

【車両減価償却費等国庫補助金・公有民営方式車両購入費国庫補助金を受けようとする

場合のみ】 

該当なし 

12．車両の取得に係る定量的な目標・効果 

【車両減価償却費等国庫補助金・公有民営方式車両購入費国庫補助金を受けようとする

場合のみ】 

（１）事業の目標 

該当なし 

（２）事業の効果 

該当なし 

13車両の取得計画の概要及び車両の取得を行う事業者又は地方公共団体、要する費用の総額、

負担者とその負担額【車両減価償却費等国庫補助金・公有民営方式車両購入費国庫補助

金を受けようとする場合のみ】 

該当なし 

14．老朽更新の代替による費用の削減等による地域公共交通確保維持事業における収支の改

善に係る計画（車両の代替による費用削減等の内容、代替車両を活用した利用促進策） 

【公有民営方式車両購入費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

該当なし 

15．貨客混載の導入に係る目的・必要性 

【貨客混載導入経費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

該当なし 

16．貨客混載の導入に係る定量的な目標・効果 

【貨客混載導入経費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

（１）事業の目標 

該当なし 

（２）事業の効果 

該当なし 

17．貨客混載の導入に係る計画の概要、要する費用の総額、内訳、負担者及び負担額【貨客混

載導入経費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

該当なし 

18．協議会の開催状況と主な議論 

 

・平成 21年 5月 12日（平成 21年度第 1回） 協議会設立 

・令和 2年 7月 1日（令和 2年度第 1回） 

 生活交通確保維持改善計画の認定申請について協議が調う 

・令和 2年 9月 11日（令和 2年度第 3回）文書協議 

 生活交通確保維持改善計画の変更について協議が調う 

・令和 3年 5月 20日（令和 3年度第 1回）文書協議 

 生活交通確保維持改善計画（地域公共交通計画）の認定申請及び鏡町線の見直しについて協議が調

う 

・令和 4年 1月 24日（令和 3年度第 3回） 

 平和町線の見直し及び地域公共交通確保維持事業に係る計画の変更について協議が調う 

・令和 4年 3月 16日（令和 3年度第 4回）文書協議 

 地域公共交通確保維持事業に係る計画の変更（高田線の追加）について協議が調う 

・令和 4年 6月 24日（令和 4年度第 1回） 

 地域公共交通確保維持事業に係る計画認定申請及び鏡町線の見直しについて協議が調う 

・令和 4年 11月 21日（令和 4年度第 3回） 

 五家荘地域への自家用有償旅客運送導入及び地域公共交通確保維持事業に係る計画の変更について

協議が調う 

・令和 5年 6月 21日（令和 5年度第 1回）文書協議 

 地域公共交通確保維持事業に係る計画認定申請について協議が調う 

・令和 5年 7月 24日（令和 5年度第 2回） 

 地域公共交通確保維持事業に係る計画の変更（百済来～坂本線の追加）について協議が調う 

・令和 6年 6月 24日（令和 6年度第 1回） 

 地域公共交通計画の変更及び地域公共交通確保維持事業に係る計画認定申請について協議 

 

19．利用者等の意見の反映状況 
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・地域公共交通会議のメンバーとして八代市校長会、市民団体及び住民の代表者に参画いただき、広

く意見を募っている。 

・市民を対象とした郵送によるアンケート調査を実施した。 

・八代市ＭＭ推進事業として、市内の高等学校、企業、市外からの転入者、バス路線から乗合タクシ

ーへ移行する地区の周辺住民を対象とした調査を実施した。 

その結果、東町線、産島線、平和町線、日奈久～坂本線に関する公共交通の存続や、病院や商店、

鉄道駅との接続に関する意見等が多かったため、それらを反映した交通網を維持することとしてい

る。 

・タクシー事業者が撤退した鏡町において、その代替となる交通手段の確保について要望があり、全

世帯へのアンケート調査を実施し、その結果及び町内各地区の意見を反映した新規路線を導入した。 

・令和 2年 10月地域公共交通会議における協議を経て、地域公共交通計画を策定した。 

・平和町線の見直しに係る地域を対象として利用希望等のアンケート調査を実施した。 

・ごかぐるまの導入に係る利用希望等のアンケート調査を実施した。 

 

 

【本計画に関する担当者・連絡先】 

（住 所） 熊本県八代市松江城町 1-25   

（所 属） 八代市総務企画部地域政策課   

（氏 名） 西田 雄哉           

（電 話） 0965-33-4168          

（e-mail） yuu-nly@city.yatsushiro.lg.jp  
 

注意： 本様式はあくまで参考であり、補助要綱の要件を満たすものであれば、この様式によらなくても差し

支えありません。 

実際の計画作成に当たっては補助要綱等を踏まえて作成をお願いいたします。 

    各記載項目について、地域公共交通利便増進実施計画及び地域旅客運送サービス継続実施計画を作成

している場合には、当該計画から該当部分を転記したり、別添○○計画△節のとおり、等として引用し

たりすることも可能です。（ただし、上記２．・３．については、地域公共交通利便増進実施計画及び地

域旅客運送サービス継続実施計画に定める目標、当該目標を達成するために行う事業及びその実施主体

に関する事項との整合性を図るようにして下さい。また、地域公共交通計画全体として、協議会におけ

る協議が整った上で提出される必要があります）。 

 

※該当のない項目は削除せず、「該当なし」と記載して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

68,475

20,121

19,594

337

190
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令和６年度第１回八代市地域公共交通会議資料  資料３－１ 

【報告事項１】八代市地域公共交通会議設置要綱の一部改正について 

 ─  

─ ⌐≈™≡│⁸ ⌐╟╡ ⌐⅔™≡ ╩ ⅎ╢↓≤≤↕╣≡

™╕⇔√⅜⁸ ⌐│ ─ ⅜ ≤⌂╢↓≤⅜№╢√╘⁸ ─◌ꜟ♥ꜟ⌐№√╢≤─

⅜ ∂⌂™╟℮⁸ ╩ ╘╟℮≤∆╢ ┘ ─╖⅜ ∆╢ √⌂ ⌐≡ ╩

℮╟℮ ⅜ ↕╣╕⇔√⁹ 

↓─√╘⁸ ─ ⅜ ≢№╢ ─ ⅛╠⁸ ה ⌐ ∆╢ ╩ ∆╢ ╩

™╕⇔√⁹ 

 

 

 

 

 

 

 

╕√⁸ ─ ⌐╟╡⁸ ─ ⌐≈™≡⁸ ⌐╟╢╙─⅛╠ ⌐╟╢╙─≤∆╢

⇔⅜ ╦╣≡™╢↓≤⅛╠⁸ ╩ ∆╢≤≤╙⌐⁸ ⌐⅔™≡ ╩ ℮ ╩ ≤⇔≡ ∆╢

╩ ™╕⇔√⁹  

◖   

◖ ᶊᶃᵣᶅ ᶍ ᵫ ᶂᵾᶇᵬᶎᴲᵡᶨᵪᵷ

ᶠᴲᵼᶍ ᶱ ᶊ ᵰ ᶪᵲᶇᶱᶡᶂᶅ ᶩᶪG 

◖  ᶍ  

ᶍ ᵫ ᶂᵾᶇᵬᶇᶎᴲ ╓

ᶎ֩ ֪טּ ᶊᵩᵣᶅ ᵫ ᶂᶅᵣᶪᶇᵬᶇᵸ  ᶅ

ă ◖ ᶊ ᶪ ◖ ᶍ  

 

ᵲᶫᶝᶆ 

ᵊ ╓ ᶊᵩᵣᶅ  ɛ Ĥ ᵫ ᵧᶏ◖ ᶱ  
ᵲᶫᵪ  ʝ

ᴴ ╓ ᶊᵩᵣᶅᶎ ᶱ ᶮᶉ  r

Ĥ ᶍ ᵪᶨ  

ᴴ ╓ ᶇᶎ ᶊ ◖ ᶊᶃᵣᶅ ᵸᶪ ᵾᶉ

ᶱ ᵸ  ᶅ

 

ᵊ ᵾᶉ ᶊᵩᵣᶅ  ɛ Ĥ ᵫ ᵧᶏ◖ ᶱ  
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─         
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─
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─  

ה ╩ ℮ ╩ ≤⇔≡  

  

 │⁸ ⌐ →╢

╩ ≤∆╢⁹ 

 

▪ ◔  

◖ ⌐⅔™≡⁸ ⌐

╩ ∫≡™╢ ╩

∆╢  

◘ ─  

◦ ─  

☻ ∕─ ─

⌐ ≤ ╘╢  

 │⁸ ⌐ →╢

╩ ≤∆╢⁹ 

 

▪ ◔  
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令和６年度第１回八代市地域公共交通会議資料  資料３－２ 

【報告事項２】八代市地域公共交通計画の進捗について 

 

╓ ֨ ֪פ״ק֩

לּ לּ לּ

1 ᶷḻ᷆ᴻḐ Ḙḁᶣ ḇ᷿᷄ᴻᶉᶈᶍ ᶱ ᵶᶣᵸᵣᶇ ᵷᶪ 24.0% 25.9 ÿ׃׀׆ ɡ 21.5 ÿׇ׀ג ɡ 21.3 ÿב׀ג ɡ 30.0%

2
Ḙḁ

Ḙḁ
ḇ᷿᷄ᴻ

╗ ᵾᶩᶍ ֩ Ḙḁᴴ ḇ᷿᷄ᴻ֪ᶍ ׄ׀׆ ½ ᴴ 3.7 ÿׂד׀ ɡ 3.9 ÿׂב׀ ɡ 4.2 ÿׂ׆׀ ɡ א׀׆ ½ ᴴ

1 ᶇᶍ ᶱ ᵶᵾḘḁᶍ ᶍ 24.0% 41.8 12.8 ɠ 64.0 35.0 ɠ 64.0 35.0 ɠ 29.0% P51

2 ᴁץ ♯ᶍ ╢ אבד־׃ ½ 1,515 ÿׇג׆ ɡ 1,607 ÿׅׅד - - ׂׂׂ־ׄ ½ P54

3 ᴁץ ♯ ♯ ᶍ ᷊ᴻḛḁᶍ א׃ ½
13

֩ ֪
ÿׅ ɡ 13

֩ ֪
ÿׅ ɡ 13

֩ ֪
ÿׅ ɡ א׃ ½ P58

4 ᵩᶫᶲᵷ ♯ ג׀א׆ ½ 36.6 ÿ׆׀ׂ׃ ɡ 36.4 ÿא׀ׂ׃ ɡ 39.3 ÿב׀ב ɡ ׂ׀ב׆ ½ P62

5 Ḙḁ ᵸᴻᶐᴻᶏᶲᶙᵣᶥ א׀ׇ ½ 1.8 ÿׅג׀ ɡ 3.0 ÿׄא׀ ɡ 3.9 1.7 ɡ א׀ׇ ½ P67

6 Ḙḁ ╗ Ḙḁ֩ Ḙḁ ᵮ֪ᶍ ׃׀ׂׅ ½ 26.2 ÿׅד׀ ɡ 25.2 ÿד׀׆ ɡ 27.4 ÿׄב׀ ɡ ׃׀ׂׅ ½

7 Ḙḁ Ḙḁᶍ ׄ׀ׇׄ ½ 17.3 ÿׇ׀׃׃ ɡ 19.5 ÿׅ׀ד ɡ 20.9 ÿד׀ב ɡ ג׀גׄ ½

8 ḇ᷿᷄ᴻ ḇ᷿᷄ᴻ א׀ׅ ½ 2.3 ÿׄ׆׀ ɡ 2.4 ÿׅׄ׀ ɡ 2.3 ÿׄ׆׀ ɡ ב׀׆ ½ P76

9 ╗ ḇ᷿᷄ᴻ ╗ ḇ᷿᷄ᴻ֩ ֪ ׆ׄ׃ ½ 76.1 ÿד׀ב׆ ɡ 85.6 ÿׅ׆׀ג ɡ - ׆ׄ׃ ½ P83

10 ᵼᶍ ḪḛḲḎᶸ ᵾᶉ ᷊ᴻḛḁᶍ - 1 ÿ׃ ɡ 3 1 ɠ 5 3 ɠ ׄ P87

11 ᶍ Ḧḋḟᴴ ᶍ ᶊ Ị Ị Ị ᶊ P90

12
᷈ḵḒᶻᶹḳḁ︡

ᵪᶨᶍ
ᵩᶫᶲᵷ ᴲ Ḙḁ֩ Ḙḁ ᶟ֪ᴲ ḇ᷿᷄ᴻᶍ ד׀׃׃׃ ½ 82.4 ÿׇׄ׀ד ɡ 83.4 ÿׇׄ׀ג ɡ 89.9 ÿׂׄׄ׀ ɡ ד׀׃׃׃ ½ P94

13 MaaS ᴑᴑᴂת ᶊ ᵰᵾ - 1 0 Ị 3 2 ɠ 5 4 ɠ ׃ P96

ᵊ ᵋ֨ ᶱ ᶇᵶᶅᵣᶪ ᶊᶃᵣᶅᶎᴲ ᶇ ᶘ ᶊᵡᶪᶡᶍᶍᴲ∟ ᷈ḵḒ︡ ᶍ ᶊᶎ ᶂᶅᵩᶨᵹ ᶅ ᶱּז ᶂᵾᴳᵼᶍ ᶍ ᶊᶃᵣᶅᶎ ᶌ ᶈᵩᶩ ᵴᶫᵾᴳ

ᵊ ᶍ ᵋ֨ ᶱ ∏ᵶᵾ ᶍ ᵶᴲ ᶊᶃᵣᶅᶍ ᶞᶱ ᵸᶪᴳ

￼
No. Ḫᴻḑ

֩ ֪

ᴁׅ לּ ᴁ׆ לּ ᴁׇ לּ

֩ ᶆ ᶠᶪ ֪

P48

ּפ״ק֩

P70
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令和６年度第１回八代市地域公共交通会議資料  資料３－３ 

【報告事項３】次期八代市地域公共交通計画の策定スケジュール（案）について 

─ ─ ⌐ ™⁸ ╩ ⇔╕∆⁹ ─ ⌐≈™≡│ ─ ≢№╡╕

∆─≢⁸↔ ─╒≥╟╤⇔ↄ⅔ ™™√⇔╕∆⁹ 

 

           

           

  ●  ●    ● 

 

   ●   

 

 

         Â  

           

     ●  ●   

 

    

           

計画策定の方向性について 

計画の骨子案について 

計画（素案）について 

計画案について 

計画の策定について（最終合意） 
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令和６年度第１回八代市地域公共交通会議資料  資料３－４ 

【報告事項４】今年度の路線の見直し（案）について 

⌐ ≠⅝⁸ Ᵽ☻ ┘ ─כ◦◒♃ ⇔╩ ℮ ≢∆⁹ 

│ ─≤⅔╡≢⁸™∏╣╙ ⌐ ≢∆⁹ 

◆見直しの方針◆ 

（１） 効率性向上に向けた運行サービスの見直し③ 運行形態の変更（路線バス）※計画 P72 

（２） 利便性向上に向けた運行サービスの見直し① 運行ルートの見直し、② 運行便数・ダイヤの見直し（乗合タクシー）※計画 P77、78 

（３） 路線の転換・新設① 路線バスからの転換（乗合タクシー）※計画 P79     ※計画：「八代市地域公共交通計画」（R2.10 策定） 

 

ᵶ  

Ḙḁ 

  ᵶ  

דּ ḱᶹḻ 

֩  ֪
֩ ֪ ḇ᷿᷄ᴻ֩ ֪ᶗᶍ  

 ֩ ֪ 

ḇ᷿᷄ᴻ֩ ֪ᶗᶍ  

Ĥ ᶝᶆᶍ  

ḇ᷿᷄ᴻ ᶗᶍ  

Ĥ ᶝᶆᶍ  

 ֩ ֪ 
╗ ᶍ ᶱ ḇ᷿᷄ᴻ֩ ֪ᶗᶍ

 

 

 

 

ḇ᷿᷄  ᴻ

  ᵶ  

דּ ḱᶹḻ 

֩  ֪יּ֪֩
֩ ֪ 

Ḙḁᵪᶨᶍ  

6 Ꞌ  6  

 
֩ ֪ 

֩ ֪ 

֩ ᶱ᷀Ḙᴻ  ֪

ᶍ ֩נּ ᵪ ᴲ זּ

֪Ǝ ꞌ 

֪ יּ֩ ֩ ֪ 
Ḙḁᵪᶨᶍ  

Ꞌ  Ꞌ  Ꞌ  

 ֩ ֪ 
ᶍ ֩נּ ᵪ ᴲ ╓ ᶟ֪ 

ᴴ ꞌ 
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令和６年度第１回八代市地域公共交通会議資料  資料３－５ 

【報告事項５】現在実施中の実証実験（社会実験）について 

⅛╠ ╡ ╪≢™╢ ⌐≈™≡⁸ ─ ╩↔ ∆╢╙─≢∆⁹ 
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令和６年度第１回八代市地域公共交通会議資料  資料３－６ 

【報告事項６】自家用有償旅客運送「ごかぐるま」を活用した買物支援事業について 

─ ₈↔⅛←╢╕₉╩ ⇔√ ─ ⌐≈™≡ ╩ ℮╙─≢∆⁹ 

ₒ ₓ 

─ ⌐ ⅜⌂ↄ ⅜ ╩

∆═ↄ⁸↔⅛←╢╕─ ⌐ ╩ ∑√

╩ ℮╙─ 

◖ ᶍ ᶫ֩ӡᶇӢᶎ ֪ 

 ӡ ᶱ∟ ᵸᶪ◖ ḳᴻḳ ᶩ ᶒ ᶗᶍ  

   Ĉ ᶇ ֩ ֪ᶱ ᶠᶅ ᵸ ᶅ

 Ӣ ◖ ᶱ ᵶᶅ ᶱ ᵣ  н

   Ĉ ◖ ḳᴻḳᶍ  

 ӣ ◖ ֩Ӣᶍ  ֪

ごかぐるま展開イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

<◖ ḳᴻḳ֩∏>֪  

ӡ ֹ קּ  

Ӣ∟ סּ ᶉᶡᶍֹ∟ ᵫ ᶊ ᵶᶉᵮᶅᶡᵻᵣᶡᶍ 

             ᵳᵪᵯᶪᶝᶍ ᵬ ᶆ ᶆᵬᶪᶡᶍ 

ӣ∟ ֹᵳᵪᵯᶪᶝḑḱᶹḘᴻᶗ ᶆ ∟ 

Ӥ ᵰ ᵶ ֹᵳᵪᵯᶪᶝᶆ ᶝᶆ ᵰ ᶅ

ӥ ֹ ֩ ֪ᶇ ֩ ᶍ10ð  ֪

      ă ᶍ ᵰ ᵶ ᶊ  r
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